
すぐに使える学校情報

主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善について（小・中国語）

～令和３年度鹿児島学習定着度調査の結果から～
義務教育課

小学校
令和４年１月に実施した鹿児島学習定着度調査では，小５国語科の平均通過率は72.3％であり，この

うち「基礎・基本」の問題については74.0％ 「思考・表現」の問題については69.5％という結果でし，

た。平均通過率が目標としていた７割を超え，定着が期待される問題を確実に正答できるようになった

と考えられます。

「基礎・基本」については，ことわざについての問題の定着が昨年度までは課題（通過率57.1％）で

したが，今回は通過率が90％となり，向上しています。

「思考・表現」については，依然として記述式の問題において課題が見られました。特に今回は，情

報と情報を関係付けて，必要な情報を集める問題の通過率が低く表れています。

特徴ある問題から 学習指導要領解説から

４ 三の２ 本問題は，発表原稿の内容（文章）と，スライ

（ ） 。情報と情報の関係について理解することがで ドの内容 グラフ を関係付けて答える問題です

「 」 「 」きているかを問う問題。 知識及び技能 の 情報の扱い方に関する事項通過率 36.3%

のア「情報と情報との関係」に関する内容です。

表とグラフを関係付けて考え，発表原稿の内

授業改善のポイント容に当てはまる言葉を抜き出す問題。

「 」「 」「 」読むこと 書くこと 話すこと・聞くこと

の授業では 「知識及び技能」の「情報の扱い方，

に関する事項」を意識しながら指導しましょう。

特に「情報と情報との関係」では，様々な情報の

中から原因と結果の関係を見いだし，結び付けて

捉えさせることが大切です。

１ 複数の情報を関係付けて答えるような発問を

しましょう。

（例１）A児の意見とB児の意見，C児の意見が出て

いる場合，どこが共通していて，どこが異な

るのかを検討する場面を位置付けます。

（例２）非連続型テキスト（グラフや表）と，そ

れを説明した文章を提示し，文章に書かれて

いる内容は非連続型テキストのどこを指すか

を問います。

２ 国語以外の教科でも，非連続型テキストと文

章とを関係付けた取組を行います。

（例１）非連続型テキスト（グラフ等）を提示し

て，このグラフから分かることを文章化させ

ます。

（例２）非連続型テキスト（グラフ等）では，標

木村さんの【発表の様子】の波線部分は，何を 題，単位，変化しているところに着目させ，

表していますか。資料２から抜き出しなさい。 特に変化しているところを文章化させます。
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中学校
令和４年１月に実施した鹿児島学習定着度調査では，中１国語科の平均通過率は73.6％でした。この

うち「基礎・基本」の問題については73.4％ 「思考・表現」の問題については73.8％という結果でし，

た。中２国語科の平均通過率は77.3％であり，このうち「基礎・基本」の問題については77.8％ 「思，

考・表現」の問題については76.7％という結果でした。中学校国語科においては，平均通過率が目標と

していた７割を超え，定着が期待される問題を確実に正答できるようになったと考えられます。

「基礎･基本」においては，中１では熟語から正しい漢字を判断する問題に，中２では，形容詞の活

用形や漢字の部首を問う問題に課題がありました。これらの課題は継続しています。

「思考・表現」については，中１では，段落の役割などを意識して，文章の構成を捉える問題，中２

では，文章と資料とを結び付けて，その関係性を踏まえて，内容を解釈できるかを問う問題に課題があ

りました。

根拠の適切さを考えて，文を根拠として取り上げて，自分の考えをまとめる問題については，課題が

継続しています。

特徴ある問題から 学習指導要領解説から

中２： ４ の三の２の② 本問題は 「おすすめの本の紹介カード」につ通過率 43.8% ，

根拠の適切さを考え，自分の考えをまとめるこ いて，どのような内容を紹介したらよいか，例と

とができるかを問う問題 して示してあるカードAとカードBから選び，話し

合いの内容を踏まえて答える問題です。

「話すこと・聞くこと」の指導事項オに関わる内

容であり，互いの立場や考えを尊重しながら話し合

い，結論を導くために考えをまとめる問題です。

授業改善のポイント

調査の結果から，自分の意見の根拠を文章から

抜き出し，根拠を明確にして書くことに課題があ

ることが分かります。昨年度も本調査において類

似の問題を出しており，課題が継続している内容

の問題です。そこで，特に以下のことに気を付け

て指導しましょう。

１ 自分の意見の根拠を叙述に求める指導を行い

。 。ましょう 根拠の叙述を問う発問をしましょう

（例１ 「なぜそう考えるの。その考えは，どこ）

の文からそう思うの 」。

（例２ 「今の考えと同じだけど，根拠の文が異）

なる人はいるかな 」。

（例３ 「根拠の文は同じだけど，考えが異なる）

人はいるかな 」。

２ 自分の意見とその根拠となる文章中の叙述を

明確にして，書かせたり発言させたりする活動

を取り入れましょう。

「話し合い」の流れを踏まえて，どのような （例１）板書やワークシートにも根拠となる叙述

紹介カードが良いか，カードに書かれている文 と自分の考えを区別して書かせます。

を根拠として取り上げて，自分の意見を書く問 （例２） 特に着目してほしい叙述については，色

題。 分けして板書するなどして，より叙述に着

目させます。
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